


















The support to make activities of pre-schooler mathematically.
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ト ボ ト ル（0.5L、
1L、1.5L）
・（水の量によって色水の濃さが変わるね）
・（いろいろな道具を近くに置く）
・花びら4枚より5枚使った方が濃い
ジュースが作れるんだね。
・どんなふうに。軽い、それとも重い、
固い、それとも柔らかい？
・濃度（希釈）
・液体の量
・液体の性質の表現
　（操作を通して）
この表では、活動によっては、「実践上の能力」に書き込める内容の少ないところがある。この理由
としては次の二つが考えられる。
1）　数学的な視点で活動を捉えようとするが、刻々と変わっていく子どもの活動から、数学的な気付
きを瞬時に言葉で表出することが難しい。
2）　数学的な視点で活動が見えているが、子どもたちが自発的に活動している場合、どこまで見守っ
て、どこで声かけをすべきかその要所が掴みにくい。
上に挙げた、1）及び2）とも、幼児教育が、遊びを通しての総合的な指導であるということから、子
どもの自主的な遊びをどの程度見守るのか、いつ数学的な視点で言葉かけをするのか、どんな言葉で活
動を支援するのかということの判断の難しさを意味している。
保育者の言葉かけの内容で、その後の子どもの活動が変わる。活動を豊かにするために「意図」して
言葉をかけることの事例は本吉（2004）の実践に詳しい4）。この「意図」を数学的な学びを体験させた
いという意図にするには、本稿でいう「実践上の能力」の視点から、年間の行事や日常の生活や遊びの
中に数学的な知識や活動を見出し、そこでどのような数学の基礎を経験させたいのかを予め明確にして
おくことが大切である。また、数学的に豊かな活動（遊び）にしていくために考案した新しい遊びに、
どのような道具をそろえ、遊びの最中にどんな活動が見られたらどんな言葉をかけるのかなど綿密に考
えておくことも必要である。その際、小学校算数との接続も視野に入れておきたい。
事前に様々なことを計画しても、幼児期の自由奔放な子どもの予期しない活動（発言、遊び）に臨機
応変に対応しなければならないこともある。このような対応力を身に付けるには、様々な保育の事例か
ら数学的な視点を見出すという研修が欠かせない。例えば、今回の6つの事例のように、実践後に表１
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のように整理し、どの場面で、どんな意図で、どのように言葉かけをすればよかったのか、また、どん
な環境を用意しておけばよかったのかなどについて保育者同士で振り返る研修が考えられる。
５． 今後の課題
昨今、幼稚園教育要領等の改訂に伴い、保育者の研究大会や研修会等において数学的な視点からの分
科会等が設定され、保育者の関心が高まっている。これは、「数学が難しい」という思いをもっておら
れるが、一方で「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に「数量や図形，標識や文字などへの関心・
感覚」が示されたことで、何かに取り組まなければならないとの切実な思いの表れである。
しかし、幼稚園教育要領等の冒頭に示されたからといって、小学校算数の準備教育として、幼児期に
算数を教えるということではない。保育者が、子どもたちが将来小学校に行って学ぶ算数を知り、小学
校算数の基本が幼稚園の様々な遊びや生活の中にあるという認識に立って、日常の保育を改善していく
ことが求められている。
また、子どもの特性によって遊びは変容するので、この遊びにはこの言葉かけが、この遊びにはこの
教材が望ましいといった、環境の構成を一般化することはできない。しかし、この遊びにはこんな数学
的な要素がある、この遊びにはこんなふさわしい教材があるという点を整理することは可能であり、こ
のような整理が、様々な遊びを数学的な活動に向かわせる臨機応変な対応を可能にすると考える。
今後、日常保育の事例をより多く集め、数学的な視点に立ってそこに見出される「環境を構成する力」
（教材開発能力と実践上の能力）を整理し、現職の保育者に活用される研修教材の開発に取り組んでい
きたい。
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